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要 旨   

「H本とマレーシアの国際理解教育の現状と展望」と砥した国際理解フォーラム（2）を2005年11月  

盟H、30日の3日間、文数大学越子i校舎をII】心に実施した。節1日日（11月28日）は、越谷市教育委員  

会を基数訪1月の後、越谷市立大袋東′ト苧柁でマレーシアの学生2名による模擬授業（マレーシアの文化  

の紳介）がなされ、1I二後は同市立筈士巾学校で授業・部清勅の見学がなされた。節2日目（11月29日）  

は、本学教育学部崩大橋ゆか子先生の歓迎のご挨拶の後、本稿で概略の説明がなされている国際フォー  

ラムが行なわれた。また、同会場にて、マレーシアの教育に関するパネル展示がなされた。当日は、越  

谷苗のFkl際理解教育の実践報告も、越谷市立大沢′ト学校の柵良みどり教諭に行って乾いた。節3日円  

（11ノー30日）は、「R本とマレーシアの教員養成・異文化間教育・国際理解教育に関する共同研究」の打  

ち合わせが行なわれた。   

マレーシア工科大苧（Univcrsity Tochnology of Ma）aysia）からのⅢ席者（除く、学生2字】）は  

次の通りである。（クマラグル氏は通訳を兼務）  

教育学部長＋教服・博士 サイトウン ビンデイ シデイン（Prof．T）「．Zaitun bintiSidjn）  

肋教授・怖▼上 ムハンマド ユーソフ ァーシヤード（＾ssoc．1〕ror．I）r．Mohammad Yusof bin Arshad）  

経営・人材京源学部こ 功任講師（日本語）クマラグル・ラマヤ（Mr．Kumaraguru Ramayah）  
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…手嶋 賭博  
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・・・今田 晃一  
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…中林 忠輔  

9）共同研究会議記録  …手嶋 賂博  

マレーシアの大学生による大袋北小学校での授業の様子  

中林 忠輔（文教大学教育学部）  

発表場所：埼玉県越谷市立大袋北′ト学校（校  

長 失阿部滴三）集会場2教室  

授業内容：総合学習授業の国際理解教育 対  

象：4・5年生 各会場40名 合計80名  

発表者：Miss．）ライダ、MR．リー：マレー  

シア工科大学（UniversitiTekn0logiMalaysia）  

教育学部学生（2005年当時）  

発表概要   

授業は2会場同時刻に開始された。最初に  

小学校の先年のあいさつ、この授業で何を学  

ぶかの解説の後、発表者の紹介があって、授  

業が始まった。ノライダ、リー両氏は英語を  

用いて通訳ありの発表であった。内容はそれ  

ぞれの個性はあったが、ほとんど共通の話題  

であったので、発表概要は共通して取り上げ  

られていた串項について述べる。児童は、言  

柴だけではよく即解できないことも、教材や  

迫共をイ即1Jしての実演によって興味を示して  

いた。Selamat petang（こんにちは）、  

Terima kasih（ありがとう）の言葉からマ  

レーシアのさまぎまな概要ついての発表に入っ  

た。  

1．国旗の意味   

マレーシアはマレー井出の11州とボルネオ  

鳥の2州の合計13州からなる。l二lミ1旗の柿スト  

ライブは14本で州（13州と■lT郁クアラルンプー  

ル近郊の特別行政区1）の数を表している。  

毘のまたたきも14である。三日月はイスラム  

同家を意味している。  

2．多民族、多宗教国家   

マレーシアの人口は約2，300万人（2004年  

度）で民族の構成はマレー系（約6剖、イス  

ラム教）、中国系（約3剤、主に仏教、キリ  

スト教）、インド系（約1剤、主にヒンズー  

教、シーク教など）その他ボルネオ島にいる  

少数民族などである。  

3．言 語   

民族によって言語は異なるが、共通言語  

（同語）はマレー語。また、英語も畔共通語  

として広く用いられている。他に公用語とし  

て華語（北京語を主としたIい阿語）、タミル  

語が用いられる。  

4．マレーシア人にみられる服装   

特にマレー系の女件の服装に特徴が見られ  

る。バジュクロンを荊、トウドンをかぶる。  

その理由は「l分の宗教を意識するためや宗教  

の教え、習慣を忠実に守ろうとする表れとさ  

れている。従って、ムスリムの岬界では－・般  

的に女性は髪の毛やひじ、すねなどを人前で  

は‖さない。＜トウドンのかぶりガの冥演＞。  

インド系の女什はサリーを締っていることも  

ある。   
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5．食生活   

中国系は「1本とほほ同じ。インド系はカレー  

に動肉、魚を使う。主食はナン、米。牛肉は  

宗教上の坪山から食べない。マレー系の食生  

活には宗教上の押出から食事制限が特徴的で  

ある。豚肉は禁忌として食べず、食印では左  

手を使わない。香辛料を使用するので辛い。  

主食は米で、マレー料押の代表的な食べ物と  

して、ナシゴレン（焼き飯）とミーゴレン  

（ヤキソバ）がある。副食は免、野菜が多い。  

魚料理はいずれの民族も日本の刺身のように  

生で食べることはなく、焼くか煮る。  

6．伝統的な遊び   

古来からある遊びには「おはじき」「コマ  

まわし」「凧」など、日本の遊びと似ている  

ものが多い。  

7．教育制度   

2005年現在、′ト学校から中等学校段隅まで  

は無償教育を受けることができるが、義務教  

育制度はない。それは、一部にイスラム宗教  

学校（ポンドック）にのみ通う児帝・生徒が  

存在するため、一般の世俗的な学校への就学  

を義務化できないためといわれる。学制は幼  

稚園、小学校－6年、下級中等学校一3年、  

上級中等学校（日本の㍍校にあたる）－2年、  

大学予備課種（FORMⅥ）－2年、大学－  

3、6咋で、円本など大多数の国は㍍校卒業  

までに12年の就学期間で大学入学貿格がある  

が、マレーシアでは上級中等学校まで草葉し  

ても計11年しかなく、大学進学にはさらに2  

年間の予備課程を修了しなければならない。  

この制度はかつての宗主何である英国の教育  

制度の影響であるが、就学年数の問題は、口  

本などに留学する際に、予備課程修了者以外  

は正規学牲として大学に入学できないなどの  

降雪になっている。  

8．学校の様子  

1クラスの人数は約18、40人で地域によっ  

ても異なるが、′ト人数のクラス編成の学校も  

多い。基本的にリユ女共学であるが、ムスリム  

（イスラム教徒）であるマレー系の子どもの  

多く通う学校では、′ト学校段附から膵席の配  

間は男女を教室の半分ずつに分けたり、男女  

別にクラス分けをしたりもしている。学期は  

2学期制で、長期休みは5月に3週間、11～12  

月の1ケ月半がある。1週間の登校日はほと  

んどの州は口本と同じで月曜から金曜である  

が、イスラム色の強い北部の3つの州は口曜  

から木曜まで通学し、念・土が休みという週  

5日制を探っている。多くの学校が1［1の授  

業を午前部と午後部に分ける2部制であり、  

児帝・生徒および全教員が入れ帯わる。例え  

ば、午前部は1、3、5年生、午後部は2、  

4、6年生という具合に、同じ教室を2つの  

学年が共有して使う。また、授菜時間は学校  

によっても異なるが、午前部の開始はおよそ  

7時30分、午後部は13時からである。1日の  

授業は6時限で、1コマの授業時間は30分で  

ある。授業での使用言語は小学校では民族別  

にマレー語、華語、タミル語の各吉富別二よる  

学校が並存しているが、中等学校以上はすべ  

て国語であるマレー語で授業を行う。給食は  

なく、自宅から弁当を持ってくるか、学生食  

党（キヤンティーン）で食べる。多民族・多  

文化社会では、文化・宗教上それぞれに食べ  

られない物も存在するため、全ての子どもが  

同じメニューを食べることが難しいためであ  

る。部活動はボーイスカウトやガールスカウ  

ト清動のようなユニフォーム活動が主流で文  

科系クラブやスポーツ活動もある。教員は「1  

本と違い、小学校の教員は主専攻科Rと副尊  

攻科Rの2教科のみの担任制、中学校以上は  

1教科押任制である。  

9．マレーシアの教育の特徴   

′Jい「rl学校でマレー系だけにイスラム教育  

が行われているが、中岡・インド系はその時  

l叩、道徳教育を受けている。また、算数、理  

科の授業は2003咋から小学校1咋隼以上に順  

次英語媒体での授業がl朴姉されている。殆ど  

の教科はl‾I本と川じであるが、マレー系のた   
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めの「イスラム教育（PendidikanIslam）」  

や、小学校4、6年次には日本の社会科にあ  

たる「地域科（Kajan Tempatan）」、′ト学校  

4年以上の児童・生徒に2005年度から新設さ  

れた「公民教育（Pendidikan Sivik dan  

Kewarganegaraan）」、中学校以上では、多  

くの選択科口の中にイスラムに関わる科目や  

語学として中国語、タミル語、アラビア語の  

ほか、阿際人の養成のため、英語はもちろん、  

日本語、フランス語、 ドイツ語など外国語教  

育にも力を入れている。  

10．まとめ   

マレーシアは多民族■多宗教で、さまざま  

な文化に沿った生活様式がある。各民族が宗  

教・文化・門慣をそれぞれ尊禿しながら、同  

じステージで生活している。毎日が国際交流  

のようで、相互理解をしなければ共存できな  

い状況である。日本と大きく違ったマレーシ  

アの様子を知れたことは、日本の児帝にとっ  

て発見の多い授業であったと思われる。  

日本の教育制度の概要と目指す教育  

手嶋 賂博（文教大学教育学部）  

（5・6年）、保健体育）、（参道徳、（参特別活   

動（クラブ活動、学校行事、学級活動、児   

童活動）、総合的な学習の時間（3、6年）  

○中学校のカリキュラムの編成…①各教科  

（国語、数学、群科、社会科、音楽、美術、   

技術・家庭科、保健体育、外国語（英語））、  

（参道徳、③特別括動（クラブ所動、学校行   

弔、学級所動、生徒活動）、捻合的な学閂   

の時間  

○高等学校のカリキュラムの編成…各教科に   

屈する科目（省略）、特別活動（クラブ活   

動、学校行串、ホームルーム、生徒会活動）、   

総合的な学閂の時間、からなっている。  

（2）学習指導要領の変遷  

○第1期【「体験的」な学習を束視】  

1）1947（S22）…「修身」「地即」「照史」   

廃止→「社会科」。「家庭科（小）」・「職業   

科（中）」、「円山研究」設置。  

2）1951（S26）…「白け1研究」廃止→「教   

科外活動（小）」「特別教育活動（仁一l）」、  

「休育」→「保健体育」、「職業科」→「職   

業・家庭科」。  

○第2期【－11t界巾で科学技術が発展。教育の   

科学化の時代。「体験」より「知l識」を得   

ることを佗先→受験競争が撤しくなり勉強   

1．日本の教育制度の概要   

小学校、中学校は義務教育であるが、幼稚  

園への就園牢は58．9％、高等学校（全日制、  

定時制、通信制、専門学校等）への進学率も  

97．5％と高い。また、短期大学・大学へは合  

計50．0％、大学院にも11．8％が進学している  

（2005）。最近では、．単位制の高等学校や専修  

学校・各秤学校など、幅広い屑への就学や資  

格取得の機会が拡充し、多様化している。  

2．教員養成制度の概略  

1949年に現在の教員養成制度が成立し、教  

育職員免許法に従って教員養成が行われてい  

る。各都道府県に必ず1つある国立大学に教  

員養成課程が設問されているほか、文部科学  

大ー封こよる課程認定を受ければ、広く一般の  

大学（私立大学、大学院、短期大学）におい  

ても教員養成が可能である。教科や教職に関  

する専門科目．甲位を取得して大学を卒業した  

者は、都道府県教育委員会から免許状（普通、  

特別、臨時）を授・リ・される。  

3．学習指導要領にみる教育目標の変化  

（1）各学校段隋におけるカリキュラム  

○小学校のカリキュラムの編成…（D各教科  

（l一項語、耶二数、性活科（1・2年）、即科、社   

会科（3、6咋）、洋楽、図画ニ「作、家庭科  
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についていけない子どもの椚加】  

3）1958（S33）学習指＃要領が法的な拘束力   

をもつ。群験三i三共（体験範視）から系統主   

兼（知識禿視）へ。基礎学力の充実。科学   

技術教育。「道徳」特設。  

4）1968～1970（S43（小）、44（巾）、45（高））   

算数・数学・郡科の現代化。′ト‥各教科、   

道徳、特別所動の3領域に。  

○第3期【知識環視から人間性の教育・ゆと   

り教育への変化】  

5）1977（S52）知識乗視・赦しい受験競争の   

反省から、人間性豊かな児帝・生徒の育成   

に。「ゆとりの時間」（学校裁前の時間）導入。   

授業時「閏1割減らす。教育内容も減らす。  

6）1989（H元）自己教育力育成、個性を吐   

かす教育、基礎的・基本的内容の指導禿視。   

小学1、2年生に「生活科（理科・社会を一   

緒にして）」新設。選択教科の履修幅拡大、   

習熟度別授業の導入（中学）。  

○第4期【現在の日本の教育目標】  

7）1998（HlO）「生きる力」の獲得をめざ   

す教育。学校週5日制。教育内容の精選（3   

割滅）、授業時数大幅削減・弾力化、選択   

学習■選択教科の充実。「総合的な学習の   

時間」導入。  

マレーシアの教育制度の概要と目指す教育  
ザイトウン ビンティ シデイン（Prof．Dr．Zait，un bintiSidin）附  

ムハンマド ユーソフ ビン アーシヤード（Assoc．Prof．Dr．Mohammad Yusof bin Arshad）維2  

要 旨   

マレーシアが1957年にイギリスから独立を達成した際に直而した1つの主要な仕事は、国の未  

来を具体化するための教育制度を開発することであった。各民族間の経済棉差とコミュニティの  

違いという問題が、政治的な安定性や国家の発展に影響したため、この仕事は不易ではなかった。  

教育制度は、民族間の経消的・社会的格差を埋めるとともに、国家の発展に貢献しうる触媒の役  

割を同時に果たす必要があった。本発表では、マレーシアの教育制度の変遷とそれが果たしてき  

たさまざまな変化の過程について論じる。独立後50年余りのうちに、マレーシアの教育制度は長  

足の進歩を果たし、地域の教育耗業の分野においても世界的な進出を果たしつつある。  

1．マレーシアの教育制度の概要   

総人L12，563万人（2005年6月現在）、ブミ  

プトラ（Bumiputera：土地の子）と呼ばれる  

マレー系及び原住民（65％）、華人系（26％）、  

インド系（7％）その他の民族（1％）といっ  

た住民から椛成される多民族■多文化の複合  

民族同家。公立学校は上級中等ギ校V年（日  

本のil一石校2年）までは無償で、小学校の就学  

率はほぼ100％。1999年からは希望者全fiが  

＿L緻L卜等学校（FormV）まで進ギ：吋能となっ  

ている。  

2．教員養成制度の概略   

上級中等学校宰業後の3イ1珊J（＋教育冥習  

半年）の教員養成カレッジ、およびマラヤ大  

学等の教育学部（3年制）によって教員養成  

が行われている。従って、最も早ければ17歳  

でカレッジに入学し、20歳で実習生として現  

場に行くことになる。2003年皮からl二El際化へ  

の対応の一環として、′ト学校1年および中学  

1年の理科と算数（数学）で英語が教授用語  

となり、現在、教員の英語力に関する再教育  

政策が進められつつある。  

3．学習指導要領にみる教育目標の変化  

1957咋のイギリスからの独立以凍、教育を  

通しての国民統合の推進をそのl1標に閏き、  

学校における教育授業川．汀テおよび公的試験削   
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度川語のマレー語への統一、教育機会の拡人  

といった政策を実施して来た。その結果、妃  

帝・生徒の就学率や進学牢、机身階層卜地域  

格差・民族間の教育機会の不均等の是jEなど  

においては、大きな成果を上げることができ  

た。しかしその一方で、知識獲得中心の教育  

が蔓延し、詰め込み教育でドロップアウトす  

る子どもが増えたため、1982年以降、基礎学  

力の徹底や合科による精選を施して、総合的  

な学力の雅得を目指した現行の「新初等教育  

カリキュラム（KBSR）」が開始された。さら  

に、1988年からはKBSRに続いて「新中等教育  

力リキュラム（KBSM）」が開始されるとと  

もに、マレーシアにおける教育の方向性を示す「国  

民教育幣学（Falsafah Pendidikan Negara）」  

が採用され、そこでは、「知的、精神的、感  

情的かつ身体的に均衡と調和のとれた」「家  

庭、社会、同家の調和と進歩に貢献すること  

ができるマレーシア国民」の育成が目指され  

ている。   

マレーシアの教育システムは、国の経済、  

社会、政治的な発展に多大かつ禿要な貢献を  

して来た。しかし、国民統合についてはさら  

なる教育政策が試みられるべきであろう。  

※注1、柱2：マレーシア工科大学教育学部  

翻訳・文責：手嶋脾博（文教大学教育学部）  

日本における「学校に基礎をおくカリキュラム開発」の展開と教師像の転換  

浅野 信彦（文教大学教育学部）  

・1977年 学問指導要領改訂→「ゆと   

りの時間」（学校裁昂の時間）の発場  

・1989年 学習指導要領改訂→小学校低   

学年に新教科「生柄科」が登場  

・1998年 学習指導要領改訂→「生きる   

力」を育む「総合的な学習の時間」の登場  

・、現在 特色ある学校づく りの推進  

（地方自治体や各学校の日律性強化）  

2．教師像の転換と教師教育の課題   

これらの教育改革の成否は，つまるところ  

教師の能力いかんにかかっている。数日刺二は，  

子どもの実態に即して教育計何を立案し，そ  

れを実践・評価する能力が求められる。その  

さい，地球規程の課題や地域社会の課題を見  

据えて子どもたちに身につけさせるべき学力  

を展望し，それに向けて学校の教育内容全体  

を調整することが不吋欠である。   

しかし，全ての教師にこうした能力をIiりじ  

ように求めるのは無理がある。   

そこで，教育職‖養成審議会は，1998年に   

1．「学校に基礎をおくカリキュラム開発」   

とは  

「学校に基礎をおくカリキュラム開発」  

（School－Based Curriculum Developrnent；  

SBCD）は，カリキュラムに関する意思決定  

柿を中央政府から学校現場に委譲し，学校と  

教師の「白日l」と「自律性」を確保して，グ  

ラスルーツ（草の根）のカリキュラム開発を  

推進しようとする理念，およびそのための開  

発の方法をさす。この背景には，経消協力開  

発機構（OECD）加盟国を中心とした70年代  

の教育分柿化の政策潮流があった。  

［：7本でSBCDが知られるようになった契  

は，1974年に東京で開催された「カリキュラム  

開発に関する国際セミナー」（文部省とOECD  

教育研究叩新センターの共催）であった。こ  

のセミナーでスキルペック（Skilbeck，M．）  

によって捉昭されたSBCDは多くの教育研究  

者や行政‡lド11者から注‖され，その後の［1本  

の教育改≠の屁問に人きな揖轡をノJ・えた。そ  

の三仁なものを挙げれば以下のようになる。  
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「得意分野を持つ何件豊かな教員」という新  

しい教師像を提起した。これまで日本の教師  

教育は，全ての教師に求められる基礎的・基  

本的な資質能力を共通に育成することに重点  

をおいてきた。しかし今後は，個々の教師が  

自己の得意分野を自覚し，同僚教師や地域の  

人々と射l織的に連携・協力するなかで力量形  

成を遂げていくことが禿要になる。同僚教師  

や地域の人々との連携によるカリキュラムづ  

くりの粁験は，教師個々人に自己変革を迫る  

契機となる。   

さらに同年の教育課程審議会は「教師は教  

育の専門家として，自らの専門分野の指導力  

の向上に柿棒的に努めるとともに，教育課程  

全体にわたる視野をもつことを求めたい」と  

述べ， カリキュラム開発のための視野をもっ  

た教師の育成を提言している（小島，2002）。   

これらを受けて教育職貝免許法が改正され，  

大学の教職課程のなかに新たに「教職の悪苑  

利こ関する科目」や「教育課祥の意義および  

編成の方法」に関する節域，「総合演習」な  

どを設けることが先務づけられた。  

これに加えて，2005年には中央教育審議会答  

申は，学校の教育力，すなわち「学校力」と  

「教師力」の強化を訴えた。現在，全国の数  

貝養成系大学・学部では，その土台を確実に  

育成しうる教員養成カリキュラムの開発が緊  

急の課題となっている。  

マレーシアの教員養成プログラム  

ムハンマド ユーソ7 ビン アーシヤード（Assoc．Prof．Dr．Mohammad Yusofbin Arshad）附  

ザイトウン ビンティ シデイン（Prof．Dr．Zaitun bintiSidin）注2  

要二 旨   

マレーシアの教員養成制度は、1957年イギリスからの独立以来大きく変わった。独立以前は、  

イギリス人学校（English school）と3つの民族（マレー人、インド人、中国人）がそれぞれ子  

どもたちを育成する現地校（vernacular school）とに分かれていた。独立後は、ラザク・レポー  

ト（Razak Report1956）を国立学校（nationalschool）教育の井本とし、すべてのnational  

schoolでマレー語を共通言語とし、同じシラバスを使った授業を行なうようになった。現在の教  

員養成プログラムは、教育省の教育基準（a Division of Quality AssuranCe）に沿って行なわ  

れている。また、マハティール前首相が1991年に掟11月したビジョン2020の実現に向けて、経済的、  

政治的、精神的、文化的に先進諸岡に追いつくべきさまざまな教育的試みがなされている。  

1．現在のマレーシアの教育と教員養成   

政府委貢会報吾の国立学校数市方針  

（NationaユEducation Policy1979）が、現  

在のマレーシアの教育及び教員養成制慨に大  

きな彬響を及ぼしている。   

これ以降、義務教育の期間は6年から11年  

に延長された。二現在の公教育制度は、  

Primary School（6咋）、Lower－Secondary  

School（3咋）、Upper－SeeondarySchool（2咋）、  

Pre－UniversitY School（2年）の6－3－2－2制  

となっている。  

2．Primary School（日本の小学校に該当）   

合同共通のカリキュラム、授業内容、授業  

時間で実施される。教授喜一語によって、  

Nationalschooユ（マレー語学校）、NationalT  

type（C）school（［f．阿i；汗学校）、Nationaト  

type（T）school（タミル．汀テ学校）の3タイプ  

に分けられ、校抑の選択は保護者に作されて  

いる。中lたl．語やタミル語の学校でも、マレー  

語は必修教科になっている。   
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があり、①pre－university studies（大学前教  

育＝FORMⅥ：2年）、（∋matriculation（大  

学許可：1年）、③diploma programin  

university or polytechnics（大学レベルの  

総合制教育機関 2年ないし3年）、④就職、  

という4つの進路に分けられる。教員発成は、  

Lower secondary schoolの教員はprimary  

schoolの教員とほぼ同じ制度である。uPper－  

SeCOndary schoolの教員は、大学に4年間在  

籍し、120単位の取得が求められている。政  

府は、2005年までにすべてのsecondary sch  

oolの教員が大学卒業（degree資格取得）と  

なることを目指している。  

※注1、往2：マレーシア工科大学教育学部  

翻訳・文票：藤原正光（文教大学教育学部）  

数日養成は全国28の教員養成カレッジで行  

なわれている。1999年以来、2年制のcertificate  

窄栴から3年別のdiploma資格へと格上げさ  

れ、2006科二4年制の教貝養成大学（degree）  

に昇格した。  

3．Secondary School（日本の中学・高校2   

年生までに該当）   

3年間のLower－SeCOndary schoolが終わ  

ると”Lower Secondary Examination”  

（中学終了試験）があり、Upper－SeCOndary  

schoolの進路が決定される。aCademics  

school（arts or science）、religiousschool、  

technicalschoolのいずれかの進路である。   

5年生の終わり に、”Malayslan  

Certificate of Education”（高校終了試験）  

越谷市における国際理解教育実践  

相良 みどり（越谷市立大沢小学校教諭）  

1．大沢小学校の国際理解教育の目標   

「生きる力」として、①学ぶ力、（む豊かな  

心（協調件、思いやりの心など）、（卦体力を  

柱とした教育目標に共づき、「国際社会に生  

きる心豊かな児燕の育成」を目指している。  

各学年段隅においては、いずれも「体験活動」  

を通して、以下のような関心や態度を子ども  

たちが身につけることを目標としている。  

1）低学咋…興文化を知り親しみや僕トL、をもっ  

てそのよさを認めながら生活をしようとする。  

2）rlt苧咋…体験所動を通して、口本と外阿  

の生清や文化に親しみをもち、共通点や相違  

∴－ラニを見つけて、それぞれのよさを理解し、尊  

爪しようとする。  

3）11古学年…体験清動を通して、世界の多様  

な性情や文化、地球に関する課題に関心、を深  

め、lごl分とのl込Jわりを考え、－一日二押の人々と共  

圧するために斗イ桐畑二行動しようとする。  

2．指導の視点   

各学年段間の国際坪解放育の目標をふまえ  

て、「文化理解」「人柿尊禿」「コミュニケー  

ション能力」「国際社会との協調」といった  

各視．・烹をそれぞれ関連付けながら、「体験活  

動」を通して実践を行う。体験の小でも特に  

「聴く」ことを大切にし、子どもたちが「気  

付く」ことを燕要祝している。お互いの意見  

を幣かせ合って協力仕合い、より良いものを  

創っていこうとする態度を育てる。また、み  

んなで決めたことを実践していこうとする意  

欲を酒養する。  

3．学習の目標  

1）各教科…体験的な学閂を通して考える力  

を身につける。2）道徳…よりよい生き方の  

探求と思いやりの心の育成。3）特別洒動…  

協胡性と実践力の育成。4）総合的な学習の  

畔I朴‥ニi二休作と精種件の育成・グローバルイ  

シューの認識。5）外国人子女教育…外川人   

ー‖0－  



阿際理解教育フォーラム研究報告（2）  

子女とチビもたちの州カニ啓発。6）自国の文  

化理解…日本と地域の文化の伝承。  

4．活動の改善   

阿際坪解教育の活動を各教科の枠糾みの中  

で行うようにカリキュラムを改善。  

1）国許‥伝え合う力の育成。日本語の美し  

さの理解。2）社会…多様な文化に気づかせ  

る。公民的資質の育成。3）節数…筋道を立  

てて考える力の育成。4）群科…自然愛護や  

生命尊禿の態度の育成。科学的な見方や考え  

方の育成。5）生活…一人一人の個性を生か  

し、お互いのよさを認め合い、友達と仲良く  

しようとする。6）苦楽…日本や外国の音楽  

に親しみ理解しようとする態度の育成。7）  

図工…豊かな感性を養う。8）家庭…日本と  

外国の家庭生活への即解。9）体育‥・仲間意  

識の高揚。生命尊禿の精神の育成。  

5．指導の実際   

各教科や学校活動全体を通した多角的な実  

践。単に外国についての知識を得るだけでは  

なく、自分たちの住む日本や地域の社会や文  

化についても調査や体験を通して理解し、自  

分たちの生活や文化に関する情報や考えを発  

信できるようにする。また、ALTやゲスト  

ティーチヤー、ハワイの姉妹校などとの交流  

を通してコミュニケーション能力の育成を因っ  

ており、英語活働もそうした「発信」までを  

考えに入れて位置づけている。最終的には子  

どもたちが何を発見し、何をできるようになっ  

たか自己評価させつつ指導の改善を目指す。  

こうした横断的・総合的なカリキュラムの開  

発・実施・改善には、家庭・地域社会の環境・  

外部人材の協力・教職員の支接、指やにあたっ  

ての教職員・ALTの研修も不可欠である。  

文節：手嶋賭博（文教大学数青学部）  

日本の国際理解教育の現状と展望  

今田 晃一（文教大学数青学部）  

1．日本国際理解教育学会が示したカリキュ   

ラム開発の視点より   

平成18年4Jl，日本国際理解教育学会は  

「グローバル時代に対応した国際理解教育の  

カリキュラム開発に関する群論的・実践的研  

究」平成15年度、17年度科学研究補助金，其  

棺（B）（1），課題番号15330195，研究成果報  

告二評（2006，3）において，カリキュラム開発  

の基本枠組とそれをもとにした実践記録フォー  

マットを示した。従来の阿際珊解教育は，多  

くの有益な実践があったのもかかわらず，そ  

の即論的な体系がまだ確立されていないとい  

う状況，さらに仰々の取り糾みが国際理解教  

育の全休勘域のなかでどのような位閏を占め  

ているのかが叩J確でないという．課題があった。  

それに対して学会全体が取り組んだこの報告  

書は，国際即解教習の学習領域・内容を考・え  

る際の有効な研究成果として活用したい。   

ここでは，国際坪解教育の学閂領域を「A  

多文化社会」「Bグローバル社会」「C地球的  

課麓」「D未来への選択」の4つに分けてい  

る。まず多文化社会であるが，ここでは白文  

化と異文化という対立的な視点から考えるの  

ではなく，白文化の中にも多様な文化が存在  

しこれらは常に変化していることに留意した  

い。グローバル社会については，怖報化とそ  

れにともなう国際的な相互依存問係により，  

花々は地球市民の一員であるという考え方を  

大切にしたい。地球的課題は，一何では解決  

が困難である今日的な課題についての内呑で  

あり，これは2005年から始まったESD（相続  

■け碓なl甘党のための教育の10年）ともl軋連の  

深い内容である。最後の未来への選択は，他  

の3つの閉域の迎粧で「l身の／巨き方について   
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適宜振り返る視点である。アジアと世界が歩  

んできた脛史を粁まえ，白身の問題として課  

題意識をもつことは爪要であり，他の3つの  

学習領域に非飛となる領域でもある。表1に  

日本国際理解教育学会が実践的枠組として示  

した学習領域の表を示す。   

表1 日本国際理解教育学会が示した実践的枠組  

から見ると，2005年皮から始まったESD（持  

続吋僅な開発のための教育の10年）の目標お  

よびその取り組む課題となる領域・内容とは  

l朴連するものが多いことが読みとれる。そも  

そも日本阿際理解教育学会は，従来から阿際  

珊解教育を広義の範疇からとらえ，人権や環  

境など今日的な課題を含むものとして取り組  

んできた。そのため，このESDを学校教育で  

取り組む場合には．最も関連のある教育内容  

となる。「わが剛二おける r国連持続可能な  

開発のための教育の10年j 実施計画」，国連  

持続可能な開発のための教育の10年関係省庁  

連絡会講（2006，3）によると、ESDの目標  

は，すべての人が質の高い教育の恩恵を享受  

し，また，持続可能な開発のために求められ  

る原則，価値観及び行動が，あらゆる教育や  

学びの場に取り込まれ，環境．経済，社会の  

而において持続可能な将来が実現できるよう  

な行動の変革をもたらすことである。  

2   3   

A多文化 社会  文化理解  文化交流  多文化 共姑  

Bグロー パ  相互依存  情報化  
ル社会  

C地球的   人様  環境  平和  開発   
課題  

D未来へ   ■丁 ■■ ・・・・」  市民意識  社会参加  

の選択  

2．今後の国際理解教育の重点課題としての   

E S D   

国際坪解教育の学習領域・内容という視点  

マレーシアの国際理解教育の現状と展望  

クマラグル・ラマヤ（Mr．Kumaraguru Ramayah）往  

1．マレーシアの概要   

マレーシアはオランダ、ドイツ、英国の柿  

民地を経て建国された国で、人口約2，300万  

（2004年皮）、マレー系：約6割、全員がイス  

ラム教でマレー語を言語としている。 服装は  

女件に対して厳しい制限がある。食事の制限  

も解しく、豚肉は食さない。他の肉類も「ハ  

ラール」という、神から許可された肉しか食  

さない。年に約1ケ月間ラマダン（断食）の  

習慣があり、その期間は日の目から日没まで  

いっさいの飲食をしない。「11阿系：約3刑、  

㍍教は予1三に仏教である。華語（小何語）を言  

語としている。食印・服装に制l猥は無い。イ  

ンド系：約1調、三iミな㍍教はヒンズー教であ  

る。タミル．語を㌶．吉子テとしている。食ノ刷りⅠ猥が  

あり、′卜肉は食さない。ボルネオ島2州に作  

む原住民族、独特な文化を形成－といった多  

民族から構成されている。  

2．マレーシアの人々の生活   

（ノト学校の教科書に出ている挿絵を紹介し  

ながら）多民族・多宗教国家であるマレーシ  

アは、毎I1が阿際交流の場而に満ち溢れてい  

る。これは、教育の中で見られる国民統合と  

して説明できる。   

各民族にはそれぞれの宗教があり（イスラ  

ム教、仏教、ヒンズー教、キリスト教など）、  

宗教によって、所持の場所や方法が異なる。  

隣人や家庭同士の交互訪問の畔などのあいさ  

つは㍍教よって挨拶の仕方に相違が見られる  

し、允■Jiについては家族今riでとる習慣は各  

民族共通であるが、イスラム教は食叩前など  

必ずお祈りをする。宗教の追った人達同士の   
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会食の場面もあるが、ラマダン、クリスマス、  

正〃などの年中行事も各民族・宗教によって  

様々に習慣も違うため、常に相手の文化・宗  

教を尊苅し、干渉しない気持ちを大切にして  

いる。服装については、教科詔でもマレー系  

の女件が一一般に節用するKurung、インド系  

の女性が祈るSariなど、特徴的な服を紹介し  

ているので、服装でもその人がどの民族であ  

るか不易に理解できる。そのように、各宗教  

の人達は伝統的な文化や習慣を大切に守って  

いる。その他、教科持からの挿絵をいくつか  

紳介すると、食事における禁忌（食べられな  

い食物があること）の説明や、いろいろな作  

法も民族・宗教によって特徴的であることに  

ふれている。また、昼食の時にムスリム（イ  

スラム教徒）の友人がいないことについて2  

人の少年（非イスラム教徒）が許している場  

面の挿絵が紹介され、その理由として、ラマ  

ダン（断食）の時期であるため、そのムスリ  

ムの友人は、昼間は食事ができないこと、ま  

た、その時間は代わりにお祈りやコーランの  

勉強をしていることなどを紹介し、2人の少  

年が異文化を群解するといった内界の記述も  

ある。   

このような郡例は、マレーシアのような多  

民族阿家ではそれぞれの民族の文化・習慣を  

尊禿するだけでなく、各民族の相互押解が大  

切であることを示唆している。  

3．新しい国際理解教育実践   

近年の新たな国際理解教育の動向として、  

マレーシアと共同でコンピュータを使用して  

お二巧二いの阿のことを交キに知り介う試みをl剃  

析したこと、マレー系の小学生が∩分たちの  

ことをもっと珊解してもらおうと、様々な節  

約についてホームページを作成し、発信する  

などの教育実践が盛んになってきている。  

4．学校での部活動   

ユニフォーム活動は赤一巨’i：（イスラム国家  

ではホ∴H）J（Red Crescent））、ボーイス  

カウト、ガールスカウトなどトlじ服基をして  

団結宣、を育成する11的で行われており、どの  

児辞：・生徒も必ず一つの団体には所属しなけ  

ればならない。クラブ活動には文化系、体育  

系それぞれがあり、中には理数系のパソコン  

クラブや化学実験クラブ、地理のクラブ、ボ  

ランティアのNPOなどもある。スポーツ部  

柄は一つずつ所屈し、秤目としてはサッカー、  

ラグビー、ホッケー、ネットボール、クリケッ  

ト、バドミントン、その他、セパ■タクロー  

のような伝統的な稗lIがある。  

5．国際理解のための言語教育   

′ト学校の授業は各民族の言語を使用した学  

校（国民学校としてのマレー語学校、国民型  

学校としての中国語学校、タミル語学校）が  

それぞれ存在しているが、2003年度の小・中  

学校の1学年から、数学と理科の授業では英  

語媒体による授業を開始した。中学校以上の  

授業はどの民族の子どもに対■してもマレー語  

で行われているが、英語は小学校段折から必  

修科目として取り入れられている。他にも、  

中国語、タミル語の公用語の選択授業や、フ  

ランス語－1973年、口本譜－1984年、ドイツ  

語一1995年といった言語が選択科目として開  

始され、現在も行われている。これに伴い、  

大学での英語使用の講義も、理系学部に始ま  

り、私立大学、そして国立大学の文科系学部  

へと次第に拡大しつつある。言語教育で何が  

大事かというと、マレーシアの同氏統合政策  

の－・環として、グローバルな視野を待った人  

になってもらいたいとの即いからである。言  

語教育は、坤に言語を習得するためだけでな  

く、その阿や民放の文化・考え方を良く押解  

できる手段であるといえる。  

6．まとめ   

国際群解は、半せな「地球家族」になるた  

めに、相手を耶解する、相手を尊禿する、譲  

り合うという考えに立脚して行われることが  

人切である。そうした意味では、さまざまな  

民族・㍍教・文化がγ川三しているマレーシア  

では、毎【二1がl■ミ1際理解教育の冥践であl）、   
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「共牡」を意識した生活であるといえよう。   

※再三：マレーシア工科大学人材資源学部・  

現代言語学科講師（日本語）  

文i●F：小林忠輔（文教大学数育学部）  

リーさん（左）とノライダさん（右）  大袋小学校における国際理解教育の様子  

（マレーシア国旗の説明）  （UTM教育学部生）  
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共同研究会議記録  

手嶋 賭博（文教大学教育学部）   

平成17年11月30口、文教大学・UTM共同  

研究に関する会合が行われた。（参加者：ユー  

ソフ、クマラグル、藤原、手嶋、高橋）会合  

の趣旨は主に以‾Fの2点である。  

①両国の教j！発成・異文化l軋教育・国際理解  

教育等に関する共同研究の打ち合わせ。  

②質問紙調禿内容（案）の検討…文教・UT  

M両大学の教職志望の学生（教育学部および  

その他学部）に対して、（1）両国の国際理解  

教育に対する考え方の違い、（2）国際的な感  

覚・認識の違い、（3）異文化接触に対する認  

識の違い（「棲み分け」と「融合」、など）、と  

いった項目について、学生の持つイメージ調  

禿。さらに、（4）なぜ教師を目指しているか、  

（5）どのような教師をR指しているのか、な  

どの井本的な意識についても同時に調査予定。   

〔概要〕（記録：藤原・手嶋）  

1．質問紙調査実施について   

海外との共同研究・海外の質問紙の実施に  

あたって、通常はマレーシア教育省の許可が  

必要。今回の調査は教育学郡長が関係して許  

可を得れば問題ない。UTM（マレーシア工  

科大学）の教貝希望者は、今月中・高校希望  

者。主教科と副教科の2教科の免許を取得  

（卒業＝各教科の教員資格）。ただし、優秀な  

学生の教員希望者は少ない。′ト学校数貝は、  

教員カレッジ（3年制）卒業窄椅となる。  

2．調査項目について  

1）教員の寮質について…現在求められてい  

る教fl像、生きる力（Zest ofliving）の育  

成にl某Jする意識。  

2）1二l利賢珊軒数市について…興文化理解、l÷l  

文化理解、コミュニケーション能力、阿際交  

流、グローバル教育など、人件教育、などに  

ついての意識。（教師「1身が何を知るべきか、  

了・どもに何を伝えたいか、など）  

3）モラル意識について…モラル教育につい  

ての意識＝・例：情報モラル、宗教モラルなど。  

市民性（citizenship）：許任感（教師の賃任  

件）と義務、市民件教育をどのように進める  

べきかという意識。  

3．国際交流について  

1）UTMへの客員教授（visiting professor）   

について   

今後、両大学間で交換誘発を2つの方法が  

ある（教育学部）（訪講演という形で招碑。学  

部・大学院いずれも可能。②授業のコマ（集  

中なら1、2週間、1ケ月でも自由）：1つ  

のコマをpublic teacherとshareする形で実  

施。もし年間なら1コマ：30、45時間（この  

後、2006年8月14、18日に手嶋がUTM教育  

学部にて「日本の教育制度」に関する集中誘  

発を行った）。  

2）UTM人材資源学部（Faculty of Human   

Resource and Development）からの依折   

口本企業における人材開発、企業の経常マ  

ネジメントなどに関する専門家の講師を招い  

て、UTM人材資源学部での講演あるいは集  

中講義を希望。  

3）学部間の国際交流   

今回の阿際フォーラム形式を、来年度以降  

UTMの教育学部でも実施。例：UTMで半日  

、1日をレクチャー、1口を大学や学校の授  

業見学など行なえる。′ト学校・中学校での阿  

際教育の授業の開催は十分可能。ジョホール  

州教育委員会の協力も得られる。   

文教大の学生が交流でジョホールに来る場  

合、10名程度は受け入れ可能／旅費は参加者  

負糾とし、摘宜lはUTMで学生解を確保可能。  

文数大′、7：の送I川lしの方法の検討が課題。学  

郡長、海外交流委員会、理串会、審議会の判  

断が必要である。   
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